遺伝①
 [基礎知識]

・遺伝子はＡＡ、Ａａ、ａａなど2つでセット。

・大文字が優性、小文字が劣性を表す。

・対立遺伝子の例…Aとa　　　対立形質の例…丸としわ
・ＡＡ、ａａをホモ(接合体)という。ＡＡは優性ホモ、ａａは劣性ホモ。

・Ａａをヘテロ(接合体)という。

・配偶子はセットになった遺伝子を2つに分けたもの。

Aaの親からできる配偶子はAとa
・遺伝子がヘテロ（Ａａなど）の場合は優性の形質が「表現」される。

・親＝P、子＝F1、孫＝F2、ひ孫＝F3…
・子は両親の配偶子のうちの１つずつを受け継ぐ。

(1)遺伝子型
…「RR」などのようにアルファベット２文字で表す。

(2)表現型
……「丸」などのように形質をことばで表す。


　　　[R]のように、かっこ付きで表す場合もある。
(3)配偶子の遺伝子型…　「R」などのようにアルファベット１文字で表す。

[その他の知識・テクニック]

・検定交雑…劣性ホモとの交雑のこと。親の「遺伝子型」が子の「表現型」になる。

　→遺伝子型がAAならF1の表現型は[A]だけ。

　　遺伝子型がAaならF1の表現型は[A]と[a]が１：１

　　遺伝子型がaaならF1の表現型は[a]だけ。

メンデルの法則

(1)優性の法則…形質には優性と劣性があり、F1には優性の形質が現れる。

(2)分離の法則…配偶子がつくられるとき、対立遺伝子は分離する。

(3)独立の法則…各対立遺伝子は他の対立遺伝子には関係なく独立に遺伝する。


例えばAとa
例えばBとb


親の遺伝子型がAaBbなら、配偶子はAB、Ab、aB、abとなる。



※例外：連鎖をしているときは独立ではない。

遺伝②
１遺伝子雑種

(1)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝3：1となるのは、親がAa×Aaのとき。

(2)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝1：1となるのは、親がAa×aaのとき。

(3)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝0：1となるのは、親がaa×aaのとき。
(3)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝1：0となるのは、その他のパターン。




(実際にはAA×AA、AA×Aa、AA×aaの3つ）
２遺伝子雑種の基礎
AaBbのPを自家受精するとき、配偶子の分離比と子の表現型の分離比の作り方。
 (1)独立の場合


①配偶子

AB：Ab：aB：ab = 1 ： 1 ：1： 1


②表


③子の表現型　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝9  ： 3  ： 3  ： 1

(2)AB、abが連鎖の場合

①配偶子

AB：Ab：aB：ab = 1 ： 0 ：0： 1


②表


③子の表現型　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝3  ： 0  ： 0  ： 1

(3) Ab、aBが連鎖の場合

①配偶子

AB：Ab：aB：ab = 0 ： 1 ：1： 0


②表


③子の表現型　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝2  ： 1  ： 1  ： 0

 (4)不完全連鎖(連鎖だが組み換えあり)の場合　→　上記以外の比

遺伝③
２遺伝子雑種の応用
・2遺伝子の交雑…片方の形質についての設問は、その遺伝子だけに着目する。

　[例]　AaBBの親を自家受精したときにできる子の表現型で[A]と[a]の分離比は…
　　　→BBを無視してAa×Aaなので[A]：[a]＝3：1
　[問1]　子の表現型が[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝3：1：3：1のとき両親の遺伝子型は？
　　　①Aだけに注目して　[A]：[a]＝4：4つまり1：1なので、親はAa×aa
　　　②Bだけに注目して　[B]：[b]＝6：2つまり3：1なので、親はBb×Bb

　　　③まとめると、両親はAaBb×aaBb　…(答)
　[問2]　子の表現型が[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝3：3：1：1のとき両親の遺伝子型は？

　　　①Aだけに注目して　[A]：[a]＝6：2つまり3：1なので、親はAa×Aa

　　　②Bだけに注目して　[B]：[b]＝4：4つまり1：1なので、親はBb×bb

　　　③まとめると、両親はAaBb×Aabb　…(答)

　[問3]　子の表現型が[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝1：1：1：1のとき両親の遺伝子型は？

　　　①Aだけに注目して　[A]：[a]＝2：2つまり1：1なので、親はAa×aa

　　　②Bだけに注目して　[B]：[b]＝2：2つまり1：1なので、親はBb×bb

　　　③まとめると、両親はAaBb×aabb　または　Aabb×aaBb…(答)

遺伝④
特殊な遺伝

(優性ホモと劣性ホモのPからのF1、また、F1を自家受精したF2の表現型の分離比)

(1)不完全優性
F1→1：2：1
※中間の形質が現れる　→　遺伝子型＝表現型

　[例]キンギョソウやマルバアサガオの花の色(赤R、白r)では、

　親Rr×Rr　→子RR：Rr：rr＝1：2：1　で赤：ピンク：白が1：2：1となる。

(2)補足遺伝子
F2→９：７
※2種類の両方とも優性のときだけ発現

　[例]スイートピーの花の色では、色素源を作る遺伝子と色を紫にする遺伝子がある。
　色素を作る遺伝子をC、紫に変える遺伝子をPとすると

　CcPp×CcPpで、子の表現型は9：3：3：1で色は紫：白9：7となる。





　CとPが両方とも優性のときだけ紫になる。

(3)条件遺伝子
F2→９：３：４
※一方が発現したときだけ他方も発現する

　[例]ハツカネズミの毛の色は、色を黒くする遺伝子A(白a)と優性のAが発現してい

　　るときだけ、毛色を灰色にする遺伝子Bがある。(Bは毛色を薄くする遺伝子)
　AaBb×AaBbで、F2は[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝9(灰色)：3(黒)：3(白)：1(白)

　　　　本来は黒だがBで毛色が薄くなっている

(4)抑制遺伝子
F2→１３：３
※ある遺伝子の形質を消してしまう遺伝子

　[例]カイコのまゆ色は黄色Y、白yだが、この色を消す遺伝子Iがある。

　　YyIi×YyIiで子の表現型は9：3：3：1となり、黄色：白＝3：13となる


(5)同義遺伝子
F2→15：1
※どちらか一方でも優性なら発現する

　[例]ナズナの葉の形はA(うちわ型)、a(やり型)、B(うちわ型)、b(やり型)
　AaBb×AaBbで、[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝9：3：3：1　→うちわ：やり＝15：1

(6)致死遺伝子
(1)F1→2：1
(優性ホモで致死の場合)


(2)F1→1：0
(劣性ホモで致死の場合)

　[例]ハツカネズミの毛色は黄色Y、黒yだが、YYとなると発生過程で死亡する。

　　F1は遺伝子型がYY：Yy：yy＝1：2：1、表現型が[Y]：[y]＝3：1のはずだが、　　

　　YYが死亡し、遺伝子型はYY：Yy：yy＝0：2：1、表現型が[Y]：[y]＝2：1

遺伝⑤
連鎖と独立

独立…2種類の遺伝子が別の染色体にある

(完全)連鎖…2種類の遺伝子が同じ染色体にある。

不完全連鎖…2種類の遺伝子が同じ染色体にあるが、組み換えが起きている。

染色体の乗り換えと同時に遺伝子の組み換えが起きるが

組み換え価…全体の配偶子のうち、組み換えが起こった配偶子の割合のこと。

配偶子がn：1：1：n(ただしn＞1)のとき、
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組み換え価

×100
性染色体と伴性遺伝
　性染色体…雌雄を決める遺伝子のある染色体

　常染色体…性染色体以外の染色体

ヒトはXXで女性、XYで男性であり、雄ヘテロ型である。
　雄ヘテロ型
雄XY、雌XX



雄XO、雌XX

　雌ヘテロ型
雄ZZ、雌ZW



雄ZZ、雌ZO

◇伴性遺伝　…　性染色体にある遺伝子に関する遺伝のこと。



見かけ上は雌雄で遺伝が異なる。[例]赤緑色覚異常は男性に多い。



(表を書けば、通常の1遺伝子雑種と同じ。)
　[例]ヒトでは赤色・緑色判別遺伝子はX染色体上にあり、Y染色体上には存在しない。
　　　女性ではXAXA(正常)、XAXa(正常)、XaXa(異常)

　　　男性ではXAY(正常)、XaY (異常)

たとえば、XAXa(正常)×XAY(正常)の場合


となり、生まれてくる女性は全員正常だが、男性の半分は色覚異常となる。
[問]AABBとaabbである親Pを交配した。
　　ただし、AとBは同一染色体上にあるとする。

(1) AとB、aとbが連鎖している場合
　①F1の遺伝子型を答えなさい。


AaBb

　②F1からできる配偶子の遺伝子型の分離比を答えなさい。


AB：Ab：aB：ab = 1 ： 0 ：0： 1

　③F2の表現型の分離比を答えなさい。ただし、組み換えは起きないとする。


　　　　　　表


F2の表現型は　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝3  ： 0  ： 0  ： 1

(2)AとB、aとbが連鎖していて、組み換え価が20％の場合
　①F1の遺伝子型を答えなさい。


AaBb

　②F1からできる配偶子の遺伝子型の分離比を答えなさい。


AB：Ab：aB：ab = 80：20：20：80＝4：1：1：4

　③F2の表現型の分離比を答えなさい。



F2の表現型は　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝66  ： 9  ： 9  ： 16

遺伝①
 [基礎知識]

・遺伝子はＡＡ、Ａａ、ａａなど2つでセット。

・大文字が優性、小文字が劣性を表す。

・対立遺伝子の例
…

。対立形質の例…


。

・ＡＡ、ａａを　　　　　　　(接合体)という。
・Ａａを　　　　　　　　(接合体)という。

・配偶子はセットになった遺伝子を2つに分けたもの。

Aaの親からできる配偶子は


・遺伝子がヘテロ（Ａａなど）の場合は　　　の形質が「表現」される。

・親＝P、子＝F1、孫＝F2、ひ孫＝F3…
・子は両親の配偶子のうちの　　　　　ずつを受け継ぐ。

(1)　　　　型
…「RR」などのようにアルファベット２文字で表す。

(2)　　　　型
……「丸」などのように形質をことばで表す。


　　　[R]のように、かっこ付きで表す場合もある。
(3)配偶子の遺伝子型…　「R」などのようにアルファベット１文字で表す。

[その他の知識・テクニック]

・　　　　　　　…劣性ホモとの交雑。
　→親の「　　　　　　　型」が子の「　　　　　　　型」になる。

　→遺伝子型がAAならF1の表現型は




　　遺伝子型がAaならF1の表現型は




　　遺伝子型がaaならF1の表現型は




メンデルの法則

(1)　　　　の法則…。

(2)　　　　の法則…

(3)　　　　の法則…

　　※例外：独立ではないときのことを、　　　　　　という。
遺伝②
１遺伝子雑種

(1)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝3：1となるのは、親が　　　×　　　のとき。

(2)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝1：1となるのは、親が　　　×　　　のとき。

(3)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝0：1となるのは、親がaa×aaのとき。
(3)子の表現型の分離比が [A]：[a]＝1：0となるのは、その他のパターン。




(実際にはAA×AA、AA×Aa、AA×aaの3つ）
２遺伝子雑種の基礎
AaBbのPを自家受精するとき、配偶子の分離比と子の表現型の分離比の作り方。

 (1)独立の場合



①配偶子

AB：Ab：aB：ab = 


②表


③子の表現型　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝

(2)AB、abが連鎖の場合


①配偶子

AB：Ab：aB：ab =


②表


③子の表現型　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝

(3) Ab、aBが連鎖の場合


①配偶子

AB：Ab：aB：ab =


②表


③子の表現型　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝

遺伝③
２遺伝子雑種の応用
・2遺伝子の交雑…片方の形質についての設問は、その遺伝子だけに着目する。

　[例]　AaBBの親を自家受精したときにできる子の表現型で[A]と[a]の分離比は…
　　　→

　[問1]　子の表現型が[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝3：1：3：1のとき両親の遺伝子型は？

　　　①Aだけに注目して　[A]：[a]＝　：　つまり　：　なので、親は　　　　　　
　　　②Bだけに注目して　[B]：[b]＝　：　つまり　：　なので、親は　　　　　　　
　　　③まとめると、両親は

×

　…(答)

　[問2]　子の表現型が[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝3：3：1：1のとき両親の遺伝子型は？

　　　①Aだけに注目して　[A]：[a]＝　：　つまり　：　なので、親は　　　　　　
　　　②Bだけに注目して　[B]：[b]＝　：　つまり　：　なので、親は　　　　　　　

　　　③まとめると、両親は

×

　…(答)

　[問3]　子の表現型が[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝1：1：1：1のとき両親の遺伝子型は？

　　　①Aだけに注目して　[A]：[a]＝　：　つまり　：　なので、親は　　　　　　
　　　②Bだけに注目して　[B]：[b]＝　：　つまり　：　なので、親は　　　　　　　

　　　③まとめると、両親は

×

　



　または　
　
×

　
遺伝④
特殊な遺伝

 (1)



※中間の形質が現れる　→　遺伝子型＝表現型

　[例]キンギョソウやマルバアサガオの花の色(赤R、白r)では、

　親Rr×Rr　→　RR：Rr：rr＝1：2：1　で赤：ピンク：白が　：　：　となる。

(2) 



※2種類の両方とも優性のときだけ発現

　[例]スイートピーの花の色では、色素源を作る遺伝子と色を紫にする遺伝子がある。

　色素を作る遺伝子をC、紫に変える遺伝子をPとすると

　CcPp×CcPpで、子の表現型は9：3：3：1で、紫：白＝　：　となる。

(3) 



※一方が発現したときだけ他方も発現する

　[例]ハツカネズミの毛の色は、色を黒くする遺伝子A(白a)と優性のAが発現してい

　　るときだけ、毛色を灰色にする遺伝子Bがある。(Bは毛色を薄くする遺伝子)

　AaBb×AaBbでF2は

　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝9(　　)：3(　　)：3(　　)：1(　　)

(4) 



※ある遺伝子の形質を消してしまう遺伝子

　[例]カイコのまゆ色は黄色Y、白yだが、この色を消す遺伝子Iがある。

　　YyIi×YyIiで子の表現型は9：3：3：1となり、黄色：白＝　　：　　となる

(5) 



※どちらか一方でも優性なら発現する

　[例]ナズナの葉の形はA(うちわ型)、a(やり型)、B(うちわ型)、b(やり型)

　AaBb×AaBbで、[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝9：3：3：1　→うちわ：やり＝　：　　
(6) 





　[例]ハツカネズミの毛色は黄色Y、黒yだが、YYとなると発生過程で死亡する。

　　F1は遺伝子型がYY：Yy：yy＝1：2：1、表現型が[Y]：[y]＝　：　のはずだが、　　

　　YYが死亡し、遺伝子型はYY：Yy：yy＝　：　：　、表現型が[Y]：[y]＝　：　　
遺伝⑤
連鎖と独立

　　　　　　　　…2種類の遺伝子が別の染色体にある

　　　　　　　　…2種類の遺伝子が同じ染色体にある。

　　　　　　　　…2種類の遺伝子が同じ染色体にあるが、組み換えが起きている。

乗り換えと組み換えの違い…乗り換えは　　　　　　　、組み換えは　　　　　　　　　
組み換え価…全体の配偶子のうち、組み換えが起こった　　　　　　　の割合のこと。

配偶子がn：1：1：n(ただしn＞1)のとき、
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性染色体と伴性遺伝

　　　　　　　　…雌雄を決める遺伝子のある染色体

　　　　　　　　…性染色体以外の染色体

ヒトはXXで女性、XYで男性であり、　　　　　　　型である。

　　　　　　　　　型
雄XY、雌XX




雄XO、雌XX

　　　　　　　　　型
雄ZZ、雌ZW




雄ZZ、雌ZO

◇　　　　　　　　　　…　性染色体にある遺伝子に関する遺伝のこと。



見かけ上は雌雄で遺伝が異なる。[例]赤緑色覚異常は男性に多い。



(表を書けば、通常の1遺伝子雑種と同じ。)

　[例]ヒトでは赤色・緑色判別遺伝子はX染色体上にあり、Y染色体上には存在しない。

　　　女性ではXAXA(　　　　)、XAXa(　　　　)、XaXa(　　　　)

　　　男性ではXAY(　　　　)、XaY (　　　　)


たとえば、XAXa×XAY場合


　　となって、生まれてくる　　　は全員正常だが、　　　の半分は色覚異常となる。

[問]AABBとaabbである親Pを交配した。

　　ただし、AとBは同一染色体上にあるとする。

(1) AとB、aとbが連鎖している場合

　①F1の遺伝子型を答えなさい。

　②F1からできる配偶子の遺伝子型の分離比を答えなさい。


AB：Ab：aB：ab =

　③F2の表現型の分離比を答えなさい。ただし、組み換えは起きないとする。


　　　　　　表


F2の表現型は　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝

(2)AとB、aとbが連鎖していて、組み換え価が20％の場合

　①F1の遺伝子型を答えなさい。

　②F1からできる配偶子の遺伝子型の分離比を答えなさい。


AB：Ab：aB：ab = 

　③表の中に係数を埋めて、F2の表現型の分離比を答えなさい。



F2の表現型は　　[AB]：[Ab]：[aB]：[ab]＝
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AABB�
AABb�
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AaBb�
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Ab�
AABb�
AAbb�
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Aabb�
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aaBB�
aaBb�
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暗記





�
XA�
Y�
�
XA�
XAXA(女・正常)�
XAY(男・正常)�
�
Xa�
XAXa (女・正常)�
XaY (男・異常)�
�






白





黄色





黄色のはずが色が消える
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子ではない
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4AB�
1Ab�
1aB�
4ab�
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16AABB�
4AABb�
4AaBB�
16AaBb�
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1Ab�
4AABb�
1AAbb�
1AaBb�
4Aabb�
�
1aB�
4AaBB�
1AaBb�
1aaBB�
4aaBb�
�
4ab�
16AaBb�
4Aabb�
4aaBb�
16aabb�
�
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AB�
Ab�
aB�
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AB�
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　Ab�
AABb�
AAbb�
AaBb�
Aabb�
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AaBB�
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AaBb�
Aabb�
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